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1 ．はじめに
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を支援する風土がある。
4 ．社会学部におけるピア・サポートプログラム「しゃべり場」















































は「しゃべり場」の導入部分となるような内容とした（表 1  No.6）。
2013年度の導入部分は，先輩 2 名が自らの言葉とスタイルで新入生に語りかけた。ス










語った（写真 1 ，図 1 ，図 2 ）。2013年度は各ゼミに 2 ～ 3 名のキャストを，2014年度
は 3 名のキャストを配置した。 1 年ゼミをキャスト数の小グループに分け，キャスト
はその小グループに 1 名が入り話をする。時間を決めてキャストは交代するので，新
入生は 2 ～ 3 名のキャストの話しを聴くことができ， 2 ～ 3 種類の履修時間割から
キャストの大学生活を知ることとなった（表 1  No.6 後半）。その後ゼミ毎に振り返り
をして終了した。
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写真 1 　しゃべり場
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キャストの募集に関しては， 4 月時点で 2 年次の学生を中心に集めるため，実施前年
の秋以降に， 1 年ゼミの教員に募集ちらしの配布と働きかけを依頼した。その他，学内
にポスターを掲示したり，学生課にちらしを置くなどしたりした。2014年度は，キャス
ト経験者の有志による 1 ・ 2 年ゼミ説明巡回も実施した。興味はあるものの参加に迷う
学生もいることから，説明会を龍ケ崎・新松戸の両キャンパスにて実施した。その結
果，2013年度のキャストは43名，2014年度は46名が集まった（表 1  No.4）。学年別で見
ると，2013年度キャストは 3 年生が多く，2014年度は 2 年生が多い（表 1  No.7 学年構








崎・新松戸それぞれ 1 名の計 2 名で，彼らが中心になりキャスト募集のためのゼミ巡























た（表 1  No.9）。
4 － 2 － 3．ワーキング・グループ
当プログラムを実施するために，社会学部教員によるワーキング・グループを結成し













4 － 3 ．「しゃべり場」の効果














事は前述した。ワーキング・グループとして活動した内容は、表 1 NO.10 に示したよう
に、キャストの募集・事前研修・キャストとの諸連絡・当日までの準備・当日の進行等で













2013 年度 RKUWEEK 実施委員会が集計し アンケート調査（図 4）によると、「しゃ
べり場」が大学生活への不安の解消に役立ったかどうかの問いに対して、「非常にそう思う」
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①「しゃべり場」は，大学生活への不安の解消に役立ちましたか。
かについて「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計は 181 名（約 77％）、大学生活の
ヒントになったどうかについては、「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計が 189 名で




①「しゃべり場」は、大学生活への不安の解消に役立ちましたか。           
 
②「しゃべり場」を通して、大学生活への意欲が増しましたか。            
 
③「しゃべり場」は、あなたのこれからの大学生活を考えるヒントになりましたか。   
 
図 4 社会学部プログラム（しゃべり場）の評価について（回答者数=236） 














































かについて「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計は 181 名（約 7 ％）、大学生活の
ヒントになったどうかについては、「非常にそう思う」「ややそう思う」の合計が 189 名で




①「しゃべり場」は、大学生活への不安の解消に役立ちましたか。           
 
②「しゃべり場」を通して、大学生活への意欲が増しましたか。            
 
③「しゃべり場」は、あなたのこれからの大学生活を考えるヒントになりましたか。   
 
図 4 社会学部プログラム（しゃべり場）の評価について（回答者数=236） 

















































           
 
            
 































































































・ 新入生がいろいろ質問してくれて，たくさん質問が出ることに驚いた。（ 3 年・女
子）
・ 上級生にとっては何でもないことでも，新入生にとっては知りたいことだと気づい
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来年も学生スタッフやりたい。（ 3 年・男子・経験者）
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